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おける学修の単位認定」は、答申翌年の 2000 年度に 49 校だったものが 2003 年度には 261 校
に、また「大学教員による高等学校での学校紹介や講義等の実施状況」は、同じく 2000 年度













































































































































































ている。例えば日本独文学会は文部科学省の科学研究費補助金を受け（平成 9 年度～平成 10
年度 基盤研究 C 課題番号 09610516「ドイツ語教育カリキュラム改善・開発のための基礎
的研究」）、1999 年に『ドイツ語教育の現状と課題』という調査報告書を刊行している。本稿で
は 2010 年に日本フランス語教育学会と日本フランス語フランス文学学会が共同で実施、2012
年 2 月に結果が発表されたフランス語に関する実情調査 11）を参照しながら、高大連携に関わ
る課題を指摘しておきたい。 
 このアンケートは、2010 年 11 月から 12 月に配布、回収された。フランス語教育に関わる
教育機関（大学、短大、高等専門学校、高等学校）、大学教員、大学生、高校生が対象で、学習
の動機、現状の問題点など、多岐に亘る質問項目が示されている。ここでその内容について詳














3-1 に対しては、「すべての生徒」が 36.0％、「特別なコースの生徒」が 32.6％となっていて、
かなり改善されつつあるとはいえ、まだ十分に選択の自由がある学習環境であるとは言えない











ンス語」は 2 単位（22.9％）、3～4 単位（31.8％）となっていて、1 年までの必修で終わって
いる学校が多いことが分かる。他方、「11-1 フランス語の授業の他にフランス語フランス文化








持つ」が 71.1％（187 回答中 133）、次いで「辞書を使って、新聞、雑誌や文献を読むための























 このうち 5-1 については、「必修科目だった」は 830 回答中 76（9.2％）で、「選択科目の中
から自分で選択した」が 83.3％と圧倒的に多い。選択した理由としては「フランスに行ってみ
たい」が 54.1％（826 回答中 447）、次いで「授業が面白そうだから」と「フランス語圏の文
化習慣について知りたい」が 36.8％、さらに「大学進学や自分の将来に役に立つかもしれない
から」が 33.1％となっている。フランス語学習に望んでいるのは「フランス語を話せるように





















ランス語圏（の何か）に関心がある」が 52.1％（1326 回答中 691）、また「何となくカッコい
い」が二番目で 37.5％となっていて、「自分の将来に役に立つと思う」（16.5％）、「国際公用語
である」（15.2％）を大きく引き離している。また学生が興味を感じているのは「フランス語圏
の生活文化情報」（1170 回答中 659）が 56.3％である一方で、「音の響きや言葉のリズム」へ
の興味も 41.1％（同 481）となっている。ただし、大多数（84.6％）の学生は、文法や構造が
原因でフランス語の学習が難しいと感じている。さらに、学生が能力を身につけたいと望んで




も学習を続けたいかという質問に対しては、「はい」が 1330 回答中の 795 で 59.8％、「いいえ」
は 40.2％となっている。この数字の評価は分かれるだろうが、続けたい学生の 46.0％は「フラ
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ンス語圏に関心があるから」と答え、逆に続けたくない学生が挙げた理由のトップは 45.5％の






































語共通参照枠（CEFR）13）ではないだろうか？ 中でもこの EU 全体の言語政策、教育政策に
関わる制度が打ち出している構想の次の二つの提案が、わたしたちの関心を引く。それはこの
制度の根幹にある can do 評価（Can-Do statement）であり、さらに学習者の履歴を映し出す
「ポートフォリオ Le Portfolio européen des langues」（言語学習記録ファイル）の作成 14）と
いう発想である。 
まず、「語学的要素」、「社会言語学的要素」、「実践的要素」、「文化的要素」を総括した上で行

































フランス文学会（SJLLF）が共同で 2010 年に行ったアンケートを使わせていただいた。とくに SJDF 側
から実情調査委員長としてアンケート実施に参加された成城大学の北山研二先生には、研究会でのアン
ケート結果の使用をご快諾いただいただけでなく、準備段階からいろいろとご助言を頂戴した。この場を









1） 以下の文部科学省 HP を参照のこと。 
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chuuou/toushin/991201.htm 
2） 上掲 HP および「高大連携の現状と背景」、原知章、「静岡大学人文学部『高大連携プロジェ
クト』」、http://www.hss.shizuoka.ac.jp/kodai/report_01.html による。 
3） 「高大連携の現状と背景」、原知章、上掲 HP による。 



























9） 2011 年度の場合、全学で 7 名の学生が既習者として認定され、この制度を利用した。ちな
みに言語の内訳は、フランス語 2 名、中国語 1 名、コリア語 4 名である。なお、このうち
のコリア語の 3 名は附属高校から進学した者で、残りの 4 名は他の高校出身者だった。 
10）「『フランス語を学ぶ』と『フランス語で学ぶ』――いかにして既習者に大学でフランス語
を研究し続けるよう、あるいはフランス語で専門科目を研究するよう奨励すべきか」、北山














14）「ポートフォリオ Le Portfolio européen des langues」（言語学習記録ファイル）の機能に
ついては、例えば太治和子氏の「ヨーロッパ共通参照枠とフランス語教育」（『外国語教育
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・「大学教育の質向上を目指して―グローバル化とユニバーサル化の下での人材育成」(平成 23
年度報告書)、社団法人日本私立大学連盟、教育研究委員会、2012  
http://www.shidairen.or.jp/data/blog/kyoken_report2011.pdf 
